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-保育園で大根の種まき

「先生、種ちょうだ~しりと大はしゃ

ぎ・一。神川第一保育園では 8月24日、大

根の種まきを園児全員 (40人)で行いま

した。午前10時、隣にある畑へ集合。そ

れぞれに種をもらうと、真剣にー粒ー粒

まいていきました。収穫は11月半ばごろ

だそうです。楽 しみですね。

市民の動き(8月 1日現在) 総人口 117，991人(+28)/世帯数 37，778(+45) )内は前月比です。
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ませんか…
方法て根気よく

空気のさわやかさ、開放感、歩〈ニとの効果

など総合的な健康感が味わえる森林浴

/公園の利用も一方法 /

「体力づくりはどこで?J一自宅、

体育ー館、公園・・・などさまざまだと思

います。身近 な公閏を紹介します。

1>上田城跡公園(ランニン グコー ス)

お堀のまわりを走ってみませんか。

早朝からの人が多いですね。

1>長池公園

隣りは創造館。芝生がきれい o

b自然運動公園(国有林遊歩道)

森林浴も兼ねて体力作 りにはうっ

てつけ。 4コースあります(写真上)0

b別所温泉森林公園

森林を牛.かした地 l没でひと汗を o

b市民の森公園

休日を利用して、ご家族でいかが

ですか。遊歩道もあります。

O詳 しくは 4月にお配り した「公園

ガイ ド」をご覧 ください。

昨年のウォr号室pー(

体
操
で

グ
若
返
り
4

あなだは、健康のために何かしてますか。「病気

になってはじめて健康のありがたみがわかっだJ

などとよく耳にします。でも、健康なときにこそ、

積極的な健康増進を図ることガ大切ではないでし

ょうか。バランスのとれた食事、規則正しい生活、

適度なスポーツなど、病気にかからない生活習慣

を身につけだいもの。そして、健やかな老後を送

るだめにも・一。市はこのほど、国から「健康づく

り推進モデル都市」の指定を受けましだ。健康へ

の関山を高めるとともに、市民一人ひとりの健康

の保持や増進を図ることを、目的としています。

今回は、これを機に、身近な健康法をマメに実

践されているかだを紹介します。あなだも、自分

の体に見合つだ健康づくりを始めてみませんか。

西
山
ふ
さ
江
さ
ん

(
日
歳

・
倉
升
)

音
楽
に
あ
わ

せ
て
体
操
l
。
も

う
七
年
に
な
り
ま
す
。
き
っ
か
け

は
、
何
も
し
な

い
で

い
る
と
、
だ

ん
だ
ん
足
腰
が
弱
く
な
っ
て
く
る

ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思

っ
て
:
・
。
週

一
回
、
城
南
公
民
館
を
利
用
し
て

汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

指
導
員
の
も
と
、

テ
ン
ポ
の
速
い

曲
を
中
心
に
、
全
身
を
フ
ル

に
便

っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
手
足
や
腰
、

五
指
を
動
か
し
て
、
筋
肉
を
伸
ば

す
体
操
が
多
い
で
す
ね
。
始
め
た

こ
ろ
は
、
足
が
つ
っ
て
し
ま
い
、

続
け
ら
れ
る
か
不
安
で
し
た
。

で

も
、
今
は
大
丈
夫
。
お
か
げ
で
体

が
柔
ら
か
く
な
っ
た
し
、
病
気
も

し
ま
せ
ん
。
家
で
も
、
毎
日
二

十

分
ほ
ど
実
践
し
て
い

ま
す。

ま
た、

崎

仲
間
(
ほ
と
ん
ど
三
十
代
の
主
婦
)
酬

と
雑
談
す
る

こ
と
が
気
分
転
換
に

同

つ
な
が
り
ま
す。

岬F
a
2
 

7 広報うえだ 63.9.



始め

マ
イ
ペ
ー
ス
で

毎
日
「
歩
く
」

す
こ
や
か
サ
ン

市保健センターで月一回の例会。ビ

デオを見ながらストレッチ体操

自分に合う会
が
発
足
し
て
五
年
、
現
在
十
一
人
の

メ
ン
バ

ー

(日

i
臼
歳
の
主
婦
)
が
そ
れ

ぞ
れ
毎
日
歩
き
続
け
て
い
ま
す
。
現
代
の

生
活
は
、
何
か
と
車
や
自
転
車
を
利
用
し

が
ち
。
買
い
物
な
ど
も
で
き
る
だ
け
「
歩

く」

よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
、

各
自
の
生
活
に
応
じ
て
、
自
主
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。
大
切
な
の
は
、
自
分
の
体
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
あ
わ
せ
て
歩
く
こ
と
。

や
は
り
、
無
理
を
せ
ず
マ
イ
ペ

ー
ス
が
一

番
。
歩
き
方
も
ダ
ラ
ダ
ラ
で
は
効
果
が
あ

り
ま
せ
ん
。
背
筋
を
張
っ
て
、
少
し
汗
を

か
く
程
度
の
早
さ
が
:
・
。
歩
く
こ
と
に
よ

っ
て
「
血
圧
が
安
定
し
た
」
「
ス
リ
ム
に
な

っ
た
」
と
い
う
人
も
。
わ
た
し
自
身
、
体

調
が
よ
く
な
っ
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
続
け

て
い
き
ま
す
。
(
西
沢
け
さ
み
き
ん
)

ワンポイント

アドバイス 「健康づくり市民のつどい」から

注意したい

子どもの歯

歩く、歌う…

無理せずに

ジョギングで

ストレス解消
「
心
」
の
健
康
も

大
切
で
す 保健予防課

岡田むつ江
中本克代さん

(38歳・中村)

わ
た
し
自
身
、
歯
が
悪
か
っ
た
の
で
、
子
ど

も
に
は
注
意
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
歯
が
生
え

て
硬
く
な
る
ま
で
が
大
切
。
で
き
る
だ
け
最
初

の
虫
歯
を
遅
く
す
る
と
か
・
:
。
甘
い
も
の
を
買

う
と
き
も
、
「
こ
の
子
の
限
度
は
一
日
ど
れ
く
ら

と
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

し
?
・
」

矢口寿さん

(77歳・新田)

毎
朝
、
上
回
公
園
ま
で
歩
く
の
が
日
課
。
公

園
で
は
、
「
信
濃
の
国
」
を
み
ん
な
で
歌
っ
て
い

ま
す
。
腹
か
ら
声
を
出
す
こ
と
が
と
て
も
い
い

ん
で
す
よ
。
そ
の
あ
と
ラ
ジ
オ
体
操
で
汗
を

流
し
ま
す
。
「
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
。

体
と
相
談
し
て
無
理
を
し
な
い
」
が
モ
ッ
ト
ー
。

林静子さん

(62歳・平井寺)

ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
始
め
て
八
年
目
。
「
一
人
で

や
る
よ
り
み
ん
な
で
」
と
、
仲
間
六
人
で
毎
晩

農
道
を
走
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
日
の
ス
ト
レ
ス

も
吹
き
飛
び
、
終
わ
っ
た
あ
と
の
充
実
感
が
何

と
も
い
え
ま
せ
ん
。
家
族
の
協
力
と
仲
間
の
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

7 

健
康
づ
く
り
は
、
自
分
の
た
め
に
行
う
も
の
。
「
人
ま

ね
」
は
、
け
っ
き
ょ
く
長
続
き
し
ま
せ
ん
。
自
分
の
た
め

に
一
番
い
い
方
法
を
見
つ
け
、
根
気
よ
く
続
け
る
こ
と
が

肝
心
で
す
。
ま
ず
、
簡
単
な
運
動
か
ら
始
め
た
ら
ど
う
で

し
ょ
う
。
「
家
族
の
和
づ
く
り
」
に
よ
っ
て
、
心
の
健
康

が
維
持
さ
れ
る
こ
と
も
お
忘
れ
な
く
。
楽
し
く
食
事
を
す

る
こ
と
も
大
切
で
す
ね
。
そ
し
て
、
よ
く
か
み
、
よ
く
寝

て
、
よ
く
体
を
動
か
す
こ
と
に
も
努
め
て
く
だ
き
い
。

広報うえだ 63.9.【3J
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熱気みなぎる三塁側アルプススタンド

し
た

ね

下
水
道

【4】7 

の
理
解
と
協
力
を
求
め
て
い
ま
す
。
こ
の
促
進
デ

l

に
合
わ
せ
た
期
間
中
(
九
月
七
日
附
か
ら
同
十
三
日

ωま
で
)
、
市
で
は
、
主
に
次
の
よ
う
な
催
し
を
行
い

ま
す
。

-
下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
(
秋
和
)
の
一
般
開
放

汚
れ
た
水
が
き
れ
い
に
な
っ
て
い
く
過
程
が
よ
く

わ
か
り
ま
す
。
見
学
申
込
は
同
セ
ン
タ
ー

(
包
②
6

3
2
7
)

へ
。
な
お
、
土
曜
日
は
正
午
ま
で
、
日
曜

日
は
休
み
で
す
。

-
下
水
道
相
談
所
の
開
設

場
所
は
下
水
道
課
(
市
役
所
二
階
)
。
時
間
は
午
前

八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で
(
土
曜
日

は
正
午
ま
で
、
日
曜
日
は
休
み
)。

-
下
水
道
排
水
設
備
な
ど
の
展
示

市
役
所

一
階
ロ
ビ

l
で

広報うえだ、 63.9.

月
間
日
は
「
第
お
回
全
国
下
水
道
促
進
デ
I
」

上
田
市
が
公
共
下
水
道
の
供
用
を
開
始
し
て
、
十
六
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
昭
和
四
十
七
年
市
街
地
を
中
心
に
処

理
を
開
始
し
た
こ
の
事
業
に
よ
り

川
の
水
の
汚
れ
は
除

々
に
少
な
く
な
り
、
現
在
、
魚
の
住
め
る
河
川
が
数
多
く

戻
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
わ
が
国
の
下
水
道
の
整
備
状
況
は
、
先
進
諸

国
と
比
べ
る
と
、
大
変
遅
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
日

本
の
下
水
道
事
業
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、
国
・
県
・

市
町
村
な
ど
が
中
心
と
な
り
、
毎
年
九
月
十
日
を
「
全
国

下
水
道
促
進
デ
|
」
と
定
め
、
下
水
道
に
つ
い
て
皆
さ
ん

い
ず
し

今
年
も
姉
妹
都
市
・
兵
庫
県
出
石
町
か
ら
印
人
が
応

援
に
(
永
野
市
長
と
出
石
町
柴
垣
助
役
)

下
水
道
は
そ
の
性
質
上
、
さ
ま
ざ
ま
な
汚
水

や
廃
水
を
受
け
入
れ
て
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
雨
水
や
有
害
な
物
質
、
汚

濁
濃
度
の
高
い
排
水
は
管
き
ょ
を
い
た
め
る
ば

か
り
で
な
く
、
処
理
場
に
多
大
な
負
担
を
か
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
最
近
訪
問
販
売
な
ど
で
デ
ィ
ス
ポ

i



夏の全国高校野球

8月15日

ほんとうによくやった上田東・1 ものおじしな

いプレーは、“初陣"とは思えない力強きを見せて

くれ ました。特に終盤の打撃はみごと。 7回の逆

転、 9回の勝ち越しと、くるくるゲームが変わり、

“古豪"広島商業を苦しませました。

逆に広商も、 9回には同点に持ち込み、今大会

二度目の延長戦に。結局、 3対 4で惜敗しま した

が、本領の集中力を発揮、三塁側スタンドからは

大きな拍手が送られました。

e 
ニ転三転

好ゲーム

互角の勝負にだんのう

ザ
!
(
食
物
残
物
処
理
器
)
が
出
回
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
台
所
か
ら
出
る
野
菜
く
ず
な
ど

を
粉
砕
し
流
し
て
し
ま
う
機
械
で
す
。
こ
れ
を

使
用
す
る
と
、
処
理
場
に
か
か
る
負
担
が
増
大

す
る
だ
け
で
な
く
、
処
理
場
の
維
持
管
理
費
(
下

水
道
使
用
料
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
)
が
増

大
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な

機
器
の
設
置
お
よ
び
使
用
は
自
粛
さ
れ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

(日本下水道協会)

~ 資格 声見 格

84-A2判以内。ク レヨン画、水彩画。ポスタ ーには
ポスター 小・中学生 f9月10日全国下水道促進デー」の文字を入れる。

小学生は600一1，600字以(内た。中学生はl使，6用00-2，000字
作 文 小・中学生 以内。400字詰原稿用紙 て書き)を し、タイ卜

ルを明記。

圭ロ五ロ 制限なし
官製はがき|枚に作品 l点(はがきの枚数は何枚でも
可)。

キャビネから四切判まで。白黒、カラーいずれもよく 、
写 真 制限なし 自作未発表のもの。応募点数に制限はないが、単写真・

組写真(3枚以内でJII頁番をつける)の区別を記入。

それぞれ住所、氏名、職業(小・中学生は学校名、学年)、年齢、電
応募要領 話番号を記入し、11月15日(州までに下水道課へ提出してください。

学校などで応募する場合は、学校単位でまとめてください。

広報うえだ 63.9.

下水道の促進に関する作品を募集

7 

-
問
い
合
わ
せ

下
水
道
課

(内
線

1
5
3
3
)

[5] 



インタビュー

企業求人説明会

就職戦線

本番を迎えて

来
春
、
大
学
・
短
大
・
専
修
学
校

を
卒
業
す
る
人
を
対
象
と
し
た
「
上

田
地
区
企
業
求
人
説
明
会
」
が
八
月

二
十
三
・
二
十
四
の
両
日
、
上
田
商

工
会
議
所
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
の

説
明
会
は
、
上
回
公
共
職
業
安
定
所

な
ど
が
主
催
し
た
も
の
で
、
上
小
地

今
年
は
グ
売
り
手
市
場
4

今
年
は
、
企
業
側
の
求
人
が
積

極
的
で
、
学
生
に
有
利
な
状
況
で

す
。
特
に
、
理
工
系
の
学
生
は
ひ

区
の
四
十
七
企
業
が
参
加
。
二
日
間

で
三
百
人
を
超
え
る
学
生
が
訪
れ
、

各
企
業
の
人
事
担
当
者
と
熱
心
に
話

し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
上
回
公
共
職
業
安
定
所

の
担
当
者
と
説
明
会
に
参
加
し
た
学

生
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

統括職業指導官

米沢真治さん

っ
ぱ
り
だ
こ
で
す
。
採
用
が
内
定

し
て
い
る
学
生
が
多
い
せ
い
か
、

説
明
会
の
出
足
は
昨
年
と
比
較
し

て
、
ち
ょ
っ
と
鈍
い
で
す
ね
。

H

売
り
手
市
場
。
と
い
う
の
は

男
子
学
生
に
い
え
る
こ
と
で
、
女

子
学
生
は
相
変
わ
ら
ず
厳
し
い
で

す
。
女
子
に
人
気
の
高
い
の
は
、

金
融
機
関
で
す
が
、
求
人
が
少
な

い
の
で
希
望
ど
お
り
に
は
い
か
な

い
よ
う
で
す
。

安
心
感
の
あ
る
田
舎

東
京
か
ら
の

U
タ
l
ン
希
望
で
す
。

田
舎
の
方
が
、
安
心
し
て
生
活
で
き

ま
す
ね
。
専
攻
は
電
子
関
係
で
す
の

で
、
こ
れ
を
生
か
せ
る
会
社
に
就
職

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
、

数
社
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
が
、

募
集
人
数
が
少
な
い
な
ど
、
厳
し
い

印
象
を
受
け
ま
し
た
。

両
親
の
希
望
で
上
田
ヘ

青沼理恵さん

(短大 2年)

本
当
は
、
短
大
の
あ
る
東
京
で
就

あ
り
が
た
い
説
明
会

加藤丈雄さん

(大学 4年)

出
身
は
青
森
県
で
、
長
野
大
学
で

語
学
が
生
か
せ
た
ら

/ 
竹内みゆきさん

(専門学校2年)

外
語
専
門
学
校
で
英
語
を
学
ん
で

職
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

両
親
が
「
上
回
へ
帰
っ
て
き
て
」
と

言
う
も
の
で
す
か
ら
、
こ
ち
ら
に
決

め
ま
し
た
。
金
融
関
係
が
希
望
で
す
。

今
日
は
、
い
く
つ
か
の
会
社
か
ら
話

を
聞
き
ま
し
た
が
、
皆
き
ん
親
切
で

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

学
ん
で
い
ま
す
。
青
森
は
賃
金
も
低

い
し
、
企
業
も
少
な
い
の
で
、
長
野

県
内
に
就
職
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
求
人
説
明
会
は
、
あ
り

が
た
い
で
す
ね
。
今
日
は
緊
張
す
る

こ
と
も
な
く
、
会
社
の
か
た
と
ざ
っ

く
ば
ら
ん
に
話
が
で
き
ま
し
た

Q

い
ま
す
。
東
京
よ
り
も
、
生
ま
れ
育

っ
た
上
回
の
方
が
落
ち
着
き
ま
す
。

語
学
が
生
か
せ
る
旅
行
会
社
な
ど
を

希
望
し
て
い
ま
す
が
、
求
人
が
な
い

よ
う
で
す
。
新
聞
に
は
か
売
り
手
市

場
。
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
が
、
実

際
は
そ
う
で
も
な
い
よ
う
で
す
。

【6】

9
月
9
日
は

「
救
急
の
日
」

7 

九
月
九
日
は
「
救
急
の
日
」
。
ま
た
、

九
月
三
日
か
ら
同
九
日
ま
で
は
「
救

急
医
療
週
間
」
で
す
。
こ
の
運
動
は
、

救
急
医
療
と
救
急
業
務
を
正
し
く
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
昭
和
五
十

七
年
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
は
「
救
急
車
の
正

し
い
呼
び
方
」
を
紹
介
し
ま
す
。

-
救
急
車
の
正
し
い
呼
び
方

①
局
番
な
し
の
一
一
九
番
を
回
す
。

②
つ
な
が
っ
た
ら
「
救
急
で
す
」
と

ぃ、っ。

③
落
ち
着
い
て
、
は
っ
き
り
と
場
所

を
知
ら
せ
る
。
(
町
名
、
番
地
の
ほ

か
主
な
目
標
物
も
わ
か
り
や
す
く
)

④
事
故
、
病
気
の
様
子
を
知
ら
せ
る
。

だ
れ
が
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
う

い
う
ふ
う
に
、
ど
う
な
っ
た
、
事

故
者
は
何
人
か
、
男
か
女
か
な
ど
、

聞
か
れ
た
こ
と
を
要
領
よ
く
。

広報うえだ 63.9.



奥
さ
ま
と
税
(
パ
i
卜
収
入
)

-
住
民
税
・
配
偶
者
控
除

パ
ー
ト
収
入
は
、
通
常
、
給
与
所

得
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
パ

ー
ト

の
年
収
(
一
月

1
十
二
月
ま
で

の
収
入
)
が
八
十
八
万
円
以
下
で
す

と
、
給
与
所
得
控
除
額
(
最
低
五
十

七
万
円
)
を
差
し
引
い
た
残
額
が
住

民
税
の
所
得
割
非
課
税
限
度
額
(
三

十
一
万
円
)
以
下
と
な
り
、
住
民
税

は
か
か
り
ま
せ
ん
し
、
配
偶
者
控
除

健康メモど金
老けこまないコツ

も
受
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
住
民
税
の
均
等
割
非
課
税

限
度
額
は
、
二
十
七
万
九
千
円
以
下

で
す
。

-
所
得
税

パ
ー
ト
収
入
が
九
十
万
円
以
下
で

す
と
、
給
与
所
得
の
金
額
が
基
礎
控

除
(
三
十
三
万
円
)
以
下
と
な
り
ま

す
の
で
、
所
得
税
は
か
か
り
ま
せ
ん

し
、
配
偶
者
控
除
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

長
い
間
勤
め
て
い
た
職
場
を
辞
め

た
ら
、
急
に
老
け
こ
ん
で
し
ま

っ
た

と
い
う
話
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
今

回
は
、
老
け
こ
ま
な
い
コ
ツ
|
「
い

つ
ま
で
も
若
々
し
く
過
ご
す
た
め
に
」

が
テ
!

?
で
す
。

「
頭
・
体
・
気
持
ち
」
を

上
手
に
使
う

年
齢
の
割
に
若
々
し
い
と
い
わ
れ

る
人
は
、
日
ご
ろ
か
ら
頭
と
体
と
気

持
ち
を
上
手
に
使
っ
て
い
る
人
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
を
と
っ

て
も
老
け
こ
ま
な
い
コ
ツ
は
、
で
き

る
だ
け
「
頭
、
体
、
気
持
ち
」
の
三

税
に
関
す
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
の
が
「
税
の
コ
ー

ナ
ー
」
で
す
。
今
後
は
、
広
報
の
一
日
号
に
連
載
し
ま
す
。

つ
を
自
分
か
ら
す
す
ん
で
使
え
る
よ

う
な
状
態
を
つ
く
り
出
す
こ
と
と
い

え
る
よ
う
で
す
。

健
康
や
幸
福
感
、
長
寿
に
最
も
よ

い
影
響
を
及
ぼ
す
の
は
、
近
親
者
以

外
の
人
々
と
日
ご
ろ
か
ら
た
く
さ
ん

接
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
は
、
あ
る

大
学
が
二
十
年
間
に
わ
た
り
高
齢
者

の
調
査
を
し
た
結
果
に
よ
る
も
の
で

す
。
何
の
心
配
や
緊
張
も
な
く
、
近

親
者
と
だ
け
接
し
て
暮
ら
す
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
幸
せ
な
こ
と
で
す
が
、
近

所
の
人
や
共
通
の
趣
味
や
目
的
を
も

っ
仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い
、
積
極
的
な

つ
き
あ
い
の
中
で
感
じ
る
幸
福
感
も

夫の所得から
自分自身に

の収入 配偶者控除が 住民税が 所得税が

88万円以下 受けられる かからない かからない

88万円超
受けられる かからないかかる

90万円以下

90万円超 受けられない かかる かかる

(63年6月1日現在)パート収入と税

ま
た
、
ひ
と
し
お
の
も
の
が
あ
り
ま

す。
長
寿
者
と
い
わ
れ
る
人
の
半
数
ほ

ど
は
、
何
ら
か
の
趣
味
や
目
的
を
も

っ
て
活
動
し
て
い
る
と
の
調
査
結
果

も
あ
り
ま
す
。

一
歩
、
踏
み
出
し
て

み
ま
せ
ん
か

近
親
者
以
外
の
人
と
多
く
接
す
る

た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
ク
ラ
ブ
に
参
加

し
た
り
、
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も

社
会
の
た
め
の
奉
仕
活
動
を
す
す
ん

で
す
る
こ
と
は
、
毎
日
い
き
い
き
と

幸
福
感
を
味
わ
い
な
が
ら
若
々
し
く

市民税課(内線1281)-問い合わせ

過
ご
す
コ
ツ
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

ど
う
し
よ
う
か
な
と
迷
っ
て
い
る

人
は
、
思
い
切
っ
て
一
歩
、
踏
み
出

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
要
は
、
視
野
を

広
め
て
友
達
を
た
く
さ
ん
も
つ
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

7 広報うえだ 63.9.{ア}



を入れて

第
五
回
女
子
学
童
綱
引
大
会
が
八
月
七
日
、
市
民

体
育
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
低
学
年
、
高
学
年
、
フ

リ
!
の
三
部
門
に
分
け
、

六
十
一
チ

l
ム
が
参
加
。

会
場
は
応
援
団
の
力
強
い
声
援
も
あ
い
ま
っ
て
、
熱

気
で

ム
ン
ム
ン
。

綱
を
握
る
子
ど
も
た
ち
も
、
と
て
も

気
合
い
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ど
の
チ
l
ム
も
健
闘

1
)
宇
?
し
た
。

産川の護岸改修工事にともなって建設され

た築地の産川橋が完成。 8月5日には永野市

長をはじめ地元関係者約50人が出席して開通

式が行われました。橋の長きは36.5t;;:、幅 5

fzあり、将来は1.5t;;:の歩道を取り付ける予定

です。

Vおこそかに渡り初め

4
き
れ
い
だ
ネ
l
七
夕
ま
つ
り

今
年
も
「
七
夕
ま
つ
り
」
が
海
野
町
商
庖
街
で
八
月
五

日
か
ら
七
日
ま
で
関
か
れ
ま
し
た
。
色
ど
り
鮮
や
か
な
く

す
玉
や
ぽ
ん
ぼ
り
な
ど
が
会
場
を
埋
め
つ

く
し
、
夕
涼
み

に
訪
れ
た
市
民
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
上
回
東
高
の

甲
子
園
出
場
を
祝
っ
た
飾
り
付
け
も
登
場
し
ま
し
た
。

一三三宝一

次
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

マ

匿

名

十

万

円

市

育

英

会

へ

マ

匿

名

五

万

円

市

育

英

会

へ

マ
匿
名
(
松
本
市
主
婦
)
五
万
円

市
育
英
会
へ

マ
大
薮
泰
様
(
下
紺
屋
町
)
電
気

マ
ッ
サ
ー
ジ
器
一
台
、
宮
原
光
徳
様

(
中
常
田
)
電
気
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
一

台
、
高
末
ふ
じ
よ
機
(
新
田
)
植
木

六
本
、
吉
田
力
様
(
東
前
山
)
ぞ

う
き
ん
七
百
七
十
枚
い
ず
れ
も
高

齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

マ
日
本
た
ば
こ
産
業
棚
上
田
営
業
所

様
ス
モ
ー
キ
ン
グ
ス
タ
ン
ド
十
個

市
民
会
館
へ

マ
帰
第
一
無
線
工
業
様
無
線
用
定

電
圧
電
源
一
基
防
災
無
線
用
に

マ
大
沢
信
雄
様
(
小
泉
)
三
千
百
十

七
円
社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し

てマ
市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
実

行
委
員
会
楼

福
祉
事
業
に

【8]7 広報うえだ 63.9.

州

w&ぬい
ト

J

ユ流



V消防第1分団県大会でみごと優勝

8月 7日、長野市で聞かれた県消防ポ

ンプ操法大会で、上田市消防団第一分団

がポンフ。車操法の部で優勝しました。県

内の予選を勝ち抜いた14チームが出場。

同チームは日ごろ鍛えた実力をあますと

こなく発揮し、優勝に結びつけました。
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も
う
ち
ょ
っ
と
:
・

い
い
感
し
て
る
よ

'恒{列の 「ふるきとフェスティノ"')レ」カf

今年も 8月14日、川西公民館で聞かれま

した。すいか割り(=写真)、おばけの潜

む大迷路、カラオケ大会などが、家族連

れに人気を集めていました。

すずらん通りの

開通式(昭和4年)

。>

に
、
大
正
か
ら
昭
和
の
初
め
に
か
け

て
は
写
真
に
熱
中
し
て
い
た
よ
う
で
、

当
時
の
上
田
写
友
会
と
い
う
写
真
ク

ラ
ブ
に
所
属
。
一
時
は
、
本
業
の
理

髪
屈
を
営
む
か
た
わ
ら
、
隣
に
写
真

屋
を
開
業
す
る
ほ
ど
だ
っ
た
そ
う
で

す。

上
の
写
真
は
、
市
制
十
周
年
を
迎

え
た
昭
和
四
年
、
原
町
l

新
田
聞
に

新
し
く
で
き
た
か
す
ず
ら
ん
通
り
。

の
開
通
式
の
写
真
で
す
。
撮
影
者
は
、

も
ち
ろ
ん
私
の
ひ
い
お
じ
い
さ
ん
で
、

写
真
の
裏
に
は
「
房
山
獅
子
の
行
列
」

と
の
説
明
が
あ
り
ま
す
。
大
変
な
人

出
で
、
市
民
こ
ぞ
っ
て
開
通
を
祝
っ

た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
ね
。

提供者

平林玲子さん

(37歳・五加)

理
髪
屈
と
写
真
屋
を

同

時

開

業

私
の
生
家
は
、
二
年
ほ
ど
前
ま
で

下
房
山
で
理
髪
庖
を
開
業
。
私
を
か

わ
い
が
っ
て
く
れ
た
調
髪
師
の
ひ
い

お
じ
い
き
ん
は
、
な
か
な
か
の
趣
味

人
で
し
た
。

写
真
、
義
太
夫
に
凝
り
す
ぎ
て
、

お
屈
が
傾
き
か
け
た
こ
と
も
あ
っ
た

2
、
祖
母
か
ら
聞
い
て
い
ま
す
。
特

10月12日から 3日間

例年、秋に実施している 「市の施設を見る

会」を、今年は10月12日制・ 13日(木)・ 14日倒

の 3日間行います。

日程や募集要領など詳細については、 9月

16日号の 「広報うえだ」 をご覧くだきし、。

b問い合わせ 秘書課(内線1112) 

-市の施設を見る会

広報うえだ 63.9.1 【9]



J:.fJ t議錫

10月 10日の、体育の目、 上回古戦場ハーフマ

ラソンで汗を流してみませんか?昨年の第|回大

会には、ちびっこからお年寄りまで約 1，400人が

参加。今年も、 3キロから 20キロまで 8つのコースが

用意されています。(コースは広報の 9月 16日号で

紹介の予定)個人はもちろん、家族やグループで

ご参加ください。申し込みは、 9月26日までです。

10月10日(月)
体育の日

午前10時スタート

(雨天決行)

大会シンボルマーク

参加者を募集します(9月26日まで)

-主催上田市、上田市教育委員会、(財)上田

市体育協会

・共催信越放送

・主管上田陸上競技協会

・後 援 信 濃 毎 日新聞社

・スタート 上田市民会館前を種目別に スタ ート

(ゴールは上田市営陸上競技場)

・種 目 ①一般20 ~0 の部(高校生以上)

②一般10~ 0 の部(高校生以上)

③女子10九の部(高校生以上)

④一般 5~o の部(高校生以上)

⑤女子 5~o の部(高校生以上)

⑥中学生 5~o の部

⑦50歳以上 5"0の部

⑧ファミ リ-3 ~o の部

・参加料 一般2，000円、高校生以下1，000円(参

加賞、合戦弁当など含む)

・申込先 9月26日(月)までに、上田市教育委員会

内大会事務局(市役所 4階) へ参加料

を添えてお申 し込みください。なお、

小・中学生の参加は保護者の承諾が必

要です。

・照会は 大会事務局 (ft⑫4100内線1751)へ

千
曲
JII 
の
古
舟
橋
付
近
で

(
昨
年
)

広報うえだ 63.9.1 [10】



市
役
所
の
代
表
電
話

r(幻
)
4
1
0
0

市
民
ふ
れ
あ
い
広
場
を

開
催
し
ま
す

市
民
一
人
ひ
と
り
が
福
祉
問
題
に

つ
い
て
の
認
識
を
高
め
、
障
害
者
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
に
よ

り
開
催
し
ま
す
。

障
害
者
の
作
品
展
示
を
は
じ
め
、

チ
ャ
リ
テ
ィ

l
バ
ザ
ー
や
金
魚
す
く

い
な
ど
多
く
の
催
し
が
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。
多
数
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

マ
と
き
九
月
十
五
日
附
敬
老
の

日
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時

V

と
ニ
ろ
上
田
城
跡
公
園
総
合
展
示

館
周
辺
マ
そ
の
他
「
障
害
者
の

作
品
展
」
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま

イ
ド

す
。
応
募
さ
れ
る
か
た
は
、
九
月
十

日
出
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
(
宮

⑫
2
0
2
5
)
か
福
祉
課
(
内
線
1

6
0
3
)

へ。

「
き
の
こ
展
示
会
」
を

開
催
し
ま
す

上
小
き
の
こ
中
毒
防
止
推
進
協
議

会
で
は
、
次
に
よ
り
「
き
の
こ
展
示

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
き
の
こ
の
名

前
や
毒
き
の
こ
を
覚
え
る
よ
い
機
会

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

マ
と
き
九
月
二
十
三
日
幽
か
ら

同
二
十
五
日
目
午
前
十
時
l
午
後
七

時
(
二
十
五
日
は
午
後
五
時
ま
で
)

マ
と
ニ
ろ
上
回
西
武
(
四
階
)

マ
内
容
き
の
こ
展
示
会
、
き
の

こ
相
談
室
、
き
の
こ
写
真
展

注
意
し
て
-
-
-

H

き
の
こ
中
毒
H

も
う
す
ぐ
き
の
こ
シ
ー
ズ
ン

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
き
の
こ
に

よ
る
食
中
毒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

①
知
ら
な
い
き
の
こ
は
食
べ
な
い
。

②
毒
き
の
こ
を
覚
え
る
。

③
昔
か
ら
の
言
い
伝
え
や
迷
信
は
信

じ
な
い
。

き
の
こ
相
談
員

き
の
こ
に
深
い
知
識
を
お
持
ち
の

か
た
に
「
き
の
こ
相
談
員
」
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
き
の
こ
に
関
す
る

相
談
は
、
次
の
皆
さ
ん
へ
ど
う
ぞ

0

・
市
き
の
ニ
相
談
員
マ
佐
藤
昭
夫

さ
ん
(
赤
坂
・

8
⑧

1
3
9
0
)
マ

赤
羽
仁
士
さ
ん
(
常
磐
町
・

8
⑫
9

1
9
4
)
マ
森
井
広
さ
ん
(
浦
野
・

8
⑧
2
1
2
1
)
 

-
県
き
の
こ
衛
生
指
導
員
マ
大
久

保
一
海
さ
ん
(
常
入
・

2
⑧

6
5
8

4
)
マ
内
河
泰
長
さ
ん
(
五
加

・
宮

⑧
2
4
7
1
)
 

明
る
い
選
挙

啓
発
標
語
を
募
集

明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
と
、
上
田
市
明
る
い
選
挙
い

推
進
協
議
会
な
ど
で
は
、
次
に
よ
り
州

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
「
明
る
い
選
挙
川

啓
発
標
語
」
を
募
集
し
ま
す
。

マ
内
容
明
る
い
選
挙
推
進
に
関
川
東
信
地
域
地
場
産
業
振
興
協
議
会

す
る
も
の
マ
応
募
方
法
は
が
き
い
で
は
、
地
域
で
生
産
さ
れ
る
地
場
産

に
標
語
(
一
人
何
点
で
も
可
)
、
住
所
、
引
品
を
一
堂
に
集
め
た
展
示
即
売
会
を
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
を
明
記
し
て
送
一
次
の
と
お
り
聞
き
ま
す
。

っ
て
く
だ
さ
い
。
マ
送
付
先
干
鰯
い
マ
と
き
九
月
二
十
三
日
幽
か
ら

市
内
大
手
一

i
十
一

l
十
六
上
回
引
二
十
五
日
日
午
前
十
時
1
午
後
六
時

市
選
挙
管
理
委
員
会
マ
締
切
日
一
三
十
分
マ
と
二
ろ
は
て
い
や
上

九
月
二
十
日

ω
マ
そ
の
他
人
選
い
回
庖
(
常
田
二
)
マ
展
示
・
即
売
品

者
全
員
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。
入
叩
酒
、
み
そ
、

し
よ
う
ゆ
、
漬
物
、
軽

選
作
品
の
版
権
は
主
催
者
側
に
属
し
川
井
沢
彫
、
農
民
美
術
、
上
田
紬
マ

ま
す
。
マ
問
い
合
わ
せ
上
田
市
選
ゆ
問
い
合
わ
せ
上
小
地
方
事
務
所
商

挙
管
理
委
員
会
(
内
線

1
6
7
2
)

川
工
課
(
宮
⑧
1
2
6
0
)

-
m月
1
日

一

川

-
住
宅
統
計
調
査
に

τ
上
田
保
健
所
で

-

ご

協

力

を

一一

健
康
増
進
ク
リ
ニ
ッ
ク

十
月
一
日
に
、
全
国
一
斉
に

H

住
川

V
と
き
九
月
二
十
六
日
開
午
前

宅
の
国
勢
調
査
。
と
も
い
わ
れ
る
住
い
八
時
四
十
五
分
か
ら
午
後
三
時
マ

宅
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
刊
と
ニ
ろ
上
田
保
健
所
(
合
同
庁
舎
)

調
査
は
、
豊
か
な
住
生
活
の
基
礎
と
い
マ
対
象
者
お
お
む
ね
六
十
歳
未
満

な

る

も

の

で

す

。

刊

マ

内

容

①

健

康

度

測

定

(

検

尿

、

調
査
員
が
、
調
査
を
お
願
い
す
る
川
血
液
検
査
、
眼
底
検
査
、
心
電
図
な

お
宅
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
叩
ど
)
②
休
養
・
栄
養
診
断
③
個
人
相

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
調
査
は
九
月
川
談
な
ど
マ
定
員
二
十
人
マ
料

下
旬
か
ら
で
、
対
象
世
帯
は
市
内
で
川
金
四
千
五
百
二
十
円
マ
申
込
方

約

四

千

世

帯

で

す

。

引

法

九

月

十

九

日

開

ま

で

に

上

田

保

マ
問
い
合
わ
せ
企
画
課
(
内
線
1
川
健
所
(
宮
⑧
1
2
6
0
)

へ
電
話
な

2
2
5
・
1
2
2
6
)

川
ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

9
月
幻
日
j
お
日

東
信
地
域

地
場
産
品
フ
ェ
ア
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a

a
q
.

，
 

a勾
E
E

，EE
・‘



でE・

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

教
養
講
座
に
参
加
を

マ
対
象
市
内
在
住
か
、
市
内
事

業
所
に
勤
務
す
る
三
十
歳
未
満
の
人

マ
講
座
内
容
別
表
の
と
お
り

マ
受
講
期
間
十
月
か
ら
来
年
三
月

マ
申
込
方
法
九
月
十
二
日
間
か
ら

同
十
七
日
出
ま
で
に
、
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
(
宮
②
7
1
1
7
)

へ
必
ず

来
館
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
は
午
後
一
時
か
ら
同
九
時

ま
で
で
す
。

-
ク
ラ
ブ
員
を
募
集

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
に
は
、
次
の

ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
ク
ラ
ブ
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
(
カ
ッ
コ
内
は
曜
日
)

車
球
(
火
・
金
)
、
絵
画
(
火
)
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
(
水
)
、
書
道
(
木
)
、
琴

(
木
)
、
七
宝
焼
(
木
)
、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン

ス
(
金
)

マ
問
い
合
わ
せ
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
(
宮
⑫
7
1
1
7
)

緑
の
写
真
パ
ネ
ル
展

開
催
し
ま
す

十
月
は
「
都
市
緑
化
月
間
」
で
す
。

市
で
は
、
こ
の
月
間
に
あ
わ
せ
て
、

都
市
公
園
や
街
路
樹
、
生
け
垣
な
ど

の
緑
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
こ
の
行
事
の

一
環
と
し

て
「
緑
の
写
真
パ
ネ
ル
展
」
を
次
の

定員

勤労青少年ホーム後期教養講座

内容

裏千家 6か月

家庭料理 6か月

江戸 千 家 6か月

古流崇顕流 6か月

6か月

家庭 料 理 6か月

草月流 6か月

草月流 6か月

池ノ坊 6か月

曜
日

①時間は午後 6時30分から 8時30分まで。

②受講料(4，000円)のほかに材料費などが

必要となる講座があります。

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

マ
展
示
期
間
十
月
五
日
制
か
ら

同
二
十
八
日
幽
ま
で
マ
展
示
会
場

市
役
所
一
階
ロ
ビ

l
お
よ
び
上
田
市

文
化
セ
ン
タ
ー
入
口
ホ

l
ル
二
階
)

J
僚
の
写
真
。
を
募
集

こ
の
パ
ネ
ル
展
に
展
示
す
る
作
品

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
題
材
緑
の
あ
る
風
景
、
緑
と

の
ふ
れ
あ
い
マ
規
格
四
ツ
切
(
カ

ラ

l
・
モ
ノ
ク
ロ
)
マ
応
募
期
限

十

月

三

日

間

マ

提

出

先

都

市

計

画
課
(
内
線

1
5
2
1
)
マ
そ
の
他

応
募
作
品
は
展
示
後
、
返
却
し
ま
す
。

第

2
田

市
民
綱
引
大
会

参
加
チ
ー
ム
を
募
集

V
と
き
九
月
十
五
日
嗣
午
前
八

時
三
十
分
(
開
会
式
)
マ
と
ニ
ろ

市

民

体

育

館

マ

種

目

①

男

子

の

部
②
女
子
の
部
③
男
女
混
合
の
部

マ
チ

l
ム
編
成
同
市
民
、
市
内
在

勤
者
、
在
学
す
る
高
校
生
以
上
で
編

成

ω選
手
十
人
、
監
督
・
マ
ネ

l
ジ

九婦 る へ で ぐい軽内た岸さセニ時 か アーーーーーで申線十 l人の四子際ヤ

見会会 v長いマ三容 5置とジろ手Z号音|寝ぎ 1え!官22rg主人4
日ラいそ健マ 持き栄老の② |①分き行は |かた回 |ん 5 休 ) 千 と 、 J は選ー
まンなの子申ちる養人皆城(市か い、 |かき |で 2 正円す男以五手人

zt返他宗主物実去ti里言葉主背 iT|えり I t~， 二 2 . 竺言 ?5 交員
保ア合当 2 エの話か)民 川 南時十。日 |る老 |さ 参 で 申 マ 人 す J のと
健が二日員九プ食品えマ館右庁三二 に |家人 |い加にし参以る、合す

z f乙ふ 113雪理会主芋量空事(日) 言|族を |。号室会喜内三李za
課まら護 3 日、 4実族者曲区階 午 場 |の | 添課 女女の 重 競
へ すかを Zω 手 t貫 川の保マ後 に |会 | え(九一子混部が技

らす三まぬ合手マ寝左皆健と一 分 I_.. I て内月チ四合は男に

奉 齢 句・圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 先中者しそ +.1，に 館時二

事二 強要 ・・凶・・・・・・目上士EL23喜二互宇品Z
にた 制一 ・・rJI・・・・ 回 午 で さ 代近容観分のき

事只 型金 曙 欝 潤開園罷握明恒.創後③い①表す 測 二
明感級建額欄鳳麟欝霊感dI;守司 造七雨②時的る①室マ回九

る平 箇・ 也議懇鱗塁率経幾機懇饗醤掴麹.長議園田 館時天小間な火十 と 、月
法和皆さモ 麟現議関輔副UII廷に、・内星星七マニ午十

日され当 Eま暢息饗盟圃園@芸美E旨雪量主君竹百
成事 ん た 生 霊翠E盟議髄調・圃 i)の 生 由 観 望 り 費 上 時 的
立業 へ で。 蹴療品繍醐鋼・園・ マとはい望 に 田かと
し特 L 鍾級 編融能強瀦盟鵬轡潤圃圃闘園 1 照き保五 ②地無創らー

た別 今回は、火星観望のチャンス 1会は護越マ夏球料造九十

火
星
が
大
接
近

星
空
観
望
会
を
開
催

可
冒

E
a

nJι 
a勾
E
E

，I
h
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市
営
住
宅
の

補
充
入
居
者
を
募
集

マ
募
集
団
地
入
居
待
ち
の
申
し

込
み
者
の
な
く
な
っ
た
市
営
住
宅

マ
家
賃
三
千
円
か
ら
二
万
七
百
円

マ
入
居
資
格
市
内
に
在
住
、
ま
た

は
勤
務
場
所
を
有
す
る
人
で
、
次
の

条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
人

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
(
婚
約
者
を
含
む
)

が
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
単
身
入
居

は
六
十
歳
(
女
性
は
五
十
歳
)
以
上

な
ど
、
特
定
の
人
。
②
現
に
住
宅
に

保健予防課
(内線1374)保健コーナー

¥、
l

ノ

困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人
③

収
入
が
公
営
住
宅
入
居
基
準
(
第
一

種
住
宅
は
十
六
万
二
千
円
以
下
、
第

二
種
住
宅
は
十
万
円
以
下
)
に
該
当

す

る

人

マ

申

込

期

間

九

月

五

日

か
ら
十
月
三
十
一
日
マ
必
要
書
類

管
理
課
に
あ
る
申
込
書
、
入
居
者
全

員
の
住
民
票
と
所
得
証
明
書
マ
申

込
先
管
理
課
(
内
線

1
5
0
5
)

第
三
セ
ク
タ
ー
方
式

テ
レ
コ
ム
・
ユ
ー
の

社
員
を
募
集

J 

書
類
選
考
、
筆
記
試
験
、
作
文
、
面
川
こ
と
か
ら
、
戦
後
強
制
抑
留
者
ま
た

接
マ
給
与
・
勤
務
条
件
当
社
規
川
は
そ
の
遺
族
に
慰
労
品
を
贈
呈
す
る

定

に

よ

る

マ

応

募

先

一
T
湖

上

V

と
と
も
に
、
年
金
思
給
な
ど
を
受
給

田
市
秋
和
五
三
一

l
七
側
テ
レ
コ
川
し
て
い
な
い
か
た
に
は
、
さ
ら
に
十

ム
・
ユ

l
営
業
課
(
宮
⑫
7
4
7
1
)

伽
万
円
の
慰
労
金
を
支
給
す
る
こ
と
と

薗
|
|
|
I
l
l
i
-
-
I
l
li
--
J
川
な
り
ま
し
た
。

-
9月
8
日
1

日

日

一

圃

l
F
i
E
1
l
f

一
中
請
求
は
、
昭
和
六
十
八
年
三
月
ま

園

長

野

県

展

を

開

催

一
川
で
に
、
請
求
書
類
を
添
え
て
左
記
へ

・

一
叫
直
接
送
付
し
て
く
だ
さ
い
(
請
求
書

マ
期
間
九
月
八
日
附
か
ら
同
十
い
類
は
社
会
課
に
も
あ
り
ま
す
)
。

五

日

肘

マ

会

場

上

田

創

造

館

川

・

問

い

合

わ

せ

と

送

付

先

マ
展
示
作
品
日
本
画
、
洋
画
、
彫
川
干

1
1
2

東
京
都
文
京
区
大
塚
五

刻
、
工
芸
マ
入
場
料
当
日
券
:
・
川
|
三
!
一
三
平
和
祈
念
事
業
特
別

一
般
五
百
円
高
・
大
学
生
三
百
円
川
基
金
業
務
第
二
課
(
宮
0
3
1
9

小

・

中

学

生

無

料

い

4
5
1
4
7
0
3
)

計
画
を
実
現
す
る
た
め
、
第
三
セ
ク

タ
ー
方
式
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
「
テ

レ
コ
ム
・
ユ

l
」
で
は
、
次
に
よ
り

社
員
を
募
集
し
ま
す
。

マ
募
集
職
種
①
シ
ス
テ
ム
エ
ン

ジ
ニ
ア

・
プ

ロ
グ
ラ
マ

ー

(
若
干
名
)

l
一
二
十
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
大
学
、
専

門
学
校
卒
業
者
②
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
(
若

干
名

)
1
三
十
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
高

校
以
上
卒
業
者
で
経
験
者
③
営
業
員

(
一
名

)
1
三
十
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の

大

学

卒

業

者

マ

応

募

方

法

九

月

一
日
同
か
ら
同
十
七
日

ωま
で
に
履

歴
書
、
健
康
診
断
書
を
当
社
あ
て
に

郵
送
ま
た
は
持
参
マ
試
験
方
法

I~市がん検診の受診者募集

対象者 40歳以上の人。次のし、ずれかに該当する

人には、特にお勧めします。①(1日の喫煙本

数) x (喫煙年数)が600以上の人②最近 3か

月以内に血疾の出た人③ 1か月以上続くせきや

疾のある人④重クロム酸、石綿などを吸う職場

にいる(し、た)人

検査方法 胸部レントゲン撮影、かく疾細胞診

受診料 500円。ただ し、次の人は無料です。①70

歳以上の人お よび65歳以上で一定の障害があり

市長の認定を受けた人②生活保護法による被保

護世帯の人、市民税非課税世帯の人(②に該当

する人は、事前に保健予防課へ連絡を)

検査日程 11月上旬に各地区を巡回します。(申込

者には受診の日時などを個人通知 します。

申込方法 9月30日悩までに住所、氏名、年齢、

職業を電話、ハガキてい保健予防課へ連絡を。

東
部上
町 田

、1也
坂城
城(
町上
)田

の市
ア
レ丸
ト子
ピ町
ア

-三種混合予防接種

三種混合予防接種を 8月の 1回目に続き、 2回

目以降を別表のとおり行います。なお、 1期の対

象者で、 1回目を接種できなかった子どもさんも

予備日(11月 9日・ 11日)まで含めますと 3回で

きますので、お受けください。

詳しくは、「広報うえだJ 8月1日号をご覧くだ

さし、。

63年度(前期)三種混合予防接種目程表

lzhz h 場 名 直堕旦 対象地区
2回 3回

塩田母子健康センター 2月9 0 
1月0 塩¥田I也区
11 

川西社会福祉センター (日火) ( 日火) 川西地区

上田市保健センター 9 1 10 

(市役所南庁舎2階) 2月1 
月 南部・北部地区
12 

上野が丘公民館 (水日) 体自) 神科・豊殿地区

上田市保健センター 9 1 10 西部・塩尻地区
(市役所南庁舎 2階) 月 月

)11 辺 町 ぷヱ〉エ、 官官
27 18 

川辺・泉田地区日 日

神 川 地区公民館
(火) (火)

神川地区

上田市保健センター 9 
1月10 9 

(市役所南庁舎 2階) 2月8 
中央・東部地区

一 女子 町 ヨZエL 官官 (水日) (水日) 城下地区一

【13】

※受付時間は各会場とも午後1時30分から2時30分

7 広報うえだ 63.9.
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損
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融
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ま
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の
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八
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八
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萩
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八
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入
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込
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金
融
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関
に
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川

り
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に
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融

機

~
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力
で
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込
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く
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い
。
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も
シ
ョ
l

「
こ
ん
に
ち
は
中
電
で
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・
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の
一
部
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催
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ま
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。
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広報うえだ 63.9.

子
ど
も
シ
ョ

l

必
い
ぐ
る
み

ミ
ュ
ー
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ル
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第
3
日
曜
日
は
「
家
庭
の
巴
」

今
月
は
9
月
日
日
で
す
。
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